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①ひとり親家庭自立支援給付金事業　：　支給件数　21件
②ひとり親家庭等日常生活支援事業　：　母子家庭（登録世帯数　3世帯、延派遣日数　18日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父子家庭（登録世帯数　1世帯、延派遣日数　33日）
　Ｈ28年度まで�、母子家庭と父子家庭で�制度の内容が異なっていたが、より使いやすいものとするため、Ｈ29年
度から再構築のための見直しを行った。
③ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業　：　支給件数　2件
④ファミリー・サポート・センター利用支援事業　：　補助実績件数　10件

所信表明

→推進

①ひとり親家庭自立支援給付金事業の実施
②ひとり親家庭等日常生活支援事業の実施
【拡充】
③高等学校卒業程度認定試験合格に向けた講座受講終了時に受講費用の2割（上限10万円）、合格時に受講費
用の4割（合計上限15万円）支給
④ファミリー・サポート・センターの利用料金（1時間当たり800～900円）の一部補助による利用促進、ひとり親家庭等
に必要な支援のニーズ把握

2017(H29)年度
市政運営方針

○
ひとり親家庭の自立を支援するため、親と子どもの学び直しを支援する高等学校卒業程度認定試験の合
格に向けた支援事業を実施する。

２　安心して子どもを産み育て、健やかな成長と学びを支えるまちをつくる

２　安心して子どもを産み育てることができ、子どもの健やかな成長と学びを支える

２　子どもたちが健やかに育つことができるまち

総
合
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画
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（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

15　子どもたちが健やかに育つことができるまち

事業概要
（目的・内容等）

ひとり親家庭等の生活の安定と向上を図るため、職業訓練等を受けるための費用に対する給付金事業や、日常
生活を営むのに一時的な支障が生じた場合のヘルパー派遣事業（日常生活支援事業）など、ひとり親家庭等の
自立を支援する取り組みを推進する。
【拡充】
より良い条件での就職や転職の可能性を広げるため、高等学校卒業程度認定試験合格支援事業を実施する。
（国3/4、市1/4）また、ファミリー・サポート・センターの利用料金を一部補助することで利用促進及び周知を図り、
日常生活支援事業の再構築につなげる。

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 子ども青少年部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

ひとり親家庭等の生活の安定と向上を図るため、日常生活支援や自立支援給付金の支給、母子父子寡婦福祉資
金貸付事業等の制度・施策について、母子・父子自立支援員の相談を通してひとり親家庭等の支援につなげる取り
組みを推進した。なお、ひとり親家庭等の自立を支援する施策を総合的に推進するため、これまでの取り組みを検
証するとともに、27年8月に実施したひとり親家庭等の実態調査結果を踏まえて必要な見直しを行い、28年4月を始
期とする「第3次ひとり親家庭等自立促進計画」を策定した。

ひとり親家庭等自立支援事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
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千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 15,309 15,281

2019(H31)年度 0

2018(H30)年度 0

0

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

84 人
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指標の説明
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H28

目標値(H31)H27

ひとり親家庭の自立支援に関する給
付金受給者のうち就職した人数（累
計）

平成28年度の実績�、前年度より6人増加した。

H31H30 目標値(H31) 単位

3013

H29

今後の対応

「第3次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画」の内容及び進行管理の状況について、多様な情報発信に積極的
に努めるとともに、母子・父子自立支援員を�じめとする相談機能の強化を図り、ひとり親家庭等をめぐるさまざま
な支援機関・団体の有機的な連携・協力を図ることにより、個々のひとり親家庭等にとって最も適切な支援につな
がるよう、取り組みを推進していく。

課題

子どもの貧困率の高さが指摘されているひとり親家庭等への支援�喫緊の課題であることから、貧困が世代を超え
て連鎖することがないよう社会全体で支援に取り組むとともに、「第3次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画」に基づ
くひとり親家庭の生活の安定と向上を図るための制度・施策が、支援の必要なひとり親家庭等の親と子どもに確実に
届くよう努めていくことが必要である。

→推進

指標の説明

目標値(H31)

指標名 施策指標
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H30H27 H28

0整備事業の場合の総事業費 00

28

事業費（決算ベース）

2017(H29)年度

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出
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目標値(H31)

単位H31H29H26 H27

H31指標名 H26

指標名

指標の説明

○

指標の説明

ひとり親家庭を対象とした自立支援教育訓練
給付金や高等職業訓練促進給付金の受給者
のうち就職した人数（累計）

H31

施策指標

2019(H31)年
度の取り組み
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